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シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が
水
の

「
完
全
自
給
」
に
向
け
様
々
な
手
法
を
繰
り
出
し
て
い
る
。
巨
大
な
湾
を
堰

（
せ
き
）
で

閉
め
切
り
、
貯
水
池
に
変
え
る
計
画
が
始
動
。
下
水
の
再
利
用
や
海
水
の
淡
水
化
施
設
の
建
設
に
も
国
の
威
信
を
か

け
る
。
食
料
な
ど
を
海
外
に
依
存
し
な
が
ら
、
な
ぜ
水
だ
け
は
完
全
自
給
を
目
指
す
の
か
―
―
。
生
活
に
欠
か
せ
な

い
の
は
も
ち
ろ
ん
、
水
資
源
の
約
四
割
を
依
存
す
る
隣
国

マ
レ
ー
シ
ア
の
く
び
き
を
逃
れ
る
た
め
で
も
あ
る
。

湾を開め切り池に

生活排水を再利用

「
二
十
年
前
か
ら
温
め
て

き
た
構
想
が
や

っ
と
現
実
に

な

っ
た
」
。
水
道
事
業
を
担

当
す
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
公
共

事
業
庁

（
Ｐ
Ｕ
Ｂ
）
の
ク
ー

・
テ
ン
チ
ャ
イ
長
官
は

マ
リ

ー
ナ
湾
を
見
つ
め
て
感
慨
深

げ
に
語

っ
た
。

一
月
、
湾
の

入
り
口
に
長
さ
約
三
百
五
十

所
の

「
マ
リ
ー
ナ
堰
」
が
完

成
。
湾
内
部
と
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
海
峡
が
仕
切
ら
れ
た
。

金
融
街
が
面
す
る
湾
の
広

さ
は
三
百
五
十
診
と
東
京
ド

ー
ム
約
五
十
三
個
分
。
五
つ

の
河
川
が
流
れ
込
む
た
め
二

〇

一
〇
年
に
は
完
全
に
淡
水

と
な
り
広
大
な
貯
水
池
に
生

ま
れ
変
わ
る
。
建
設
期
間
三

「隣
国
マ
レ
ー
シ
ア
頼
れ
ぬ
」

年
。
二
億
四
千
万
腸

，レ
ド

（約

百
八
十
億
円
）
を
投
じ
た
。

東
京
二
十
三
区
よ
り
や
や

ゴ

曜

ギ

大
き
い
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は

一

九
六

五
年

に
独
立
し

て
以

来
、
飲
料
水
確
保
に
悩
ま
さ

れ
て
き
た
。
当
時
の
自
給
率

は
わ
ず
か

一
十
三
割
。
大
部

分
を
か

つ
て
同
じ
国
だ

っ
た

マ
レ
ー
シ
ア
か
ら
パ
イ
プ
ラ

イ
ン
で
輸
入
し
て
き
た
。

雨
期
に
は
大
量
の
ス
コ
ー

ル
が
降
る
。
年
間
の
平
均
降

水
量
は
日
本
の
約
千
七
百
、デ

を
上
回
る
約
二
千
七
百
、デ
。

海
に
流
れ
出
す
雨
水
を
利
用

し
よ
う
と
、
貯
水
池
造
成
を

進
め
、

マ
リ
ー
ナ
湾
を
含
め

現
在
十
五
カ
所
。　
一
〇
年
ま

で
に
は
さ
ら

に
ニ
カ
所
増

え
、
雨
水
の
三
分
の
二
を
捕

ら
え
る
仕
組
み
が
整
う
。

「
下
水
を
再
利
用
し
て
い

る
ん
で
す
か
」

約

一
年
前
か
ら
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
で
暮
ら
す
マ
レ
ー
シ
ア

人
の
ヘ
ー
イ
ン
さ
ん

（
２８
）

は
ま
ゆ
を
ひ
そ
め
た
。
台
所

や
ト
イ
レ
の
排
水
を
下
水
処

理
し
、
再
使
用
す
る
取
り
組

み
は
〇
二
年
か
ら
本
格
的
に

始
ま

っ
た
。

名
付
け
て

「
ニ
ュ
ー
ウ
オ

ー
タ
ー
」
。
利
用
者
の
心
理

的
抵
抗
を
考
慮
し
、
上
水
に

は
直
接
混
入
せ
ず
、
工
業
用

水
に
利
用
す
る
と
と
も
に
貯

水
池
な
ど
に
戻
す
。
殺
菌
処

理
な
ど
を
担
う
ニ
ュ
ー
ウ
オ

ー
タ
ー
エ
場
は
現
在
四
カ
所

で
、　
一
〇
年
に
は
五
カ
所
目

の
工
場
も
完
成
す
る
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
水
自
給

率
は
現
在
約
六
割
。
構
想
で

は

一
〇
年
に
貯
水
池
活
用
で

約
五
割
、
再
処
理
水
で
約
二

割
。
そ
し
て
①
五
年
に
稼
働

し
た

「
ア
ジ
ア
最
大
級
の
淡

水
化
施
設
」

（
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
の
水
処
理
会
社

ハ
イ
フ
ラ

ッ
ク
ス
の
オ
リ
ビ
ア

・
ラ
ム

社
長
）
が
約

一
割
を
ま
か
な

い
、
自
給
率
九
割
体
制
が
で

き
あ
が
る
。

Ｐ
Ｕ
Ｂ
の
ク

ー
長
官
は

「
五
〇
％
に
す
ぎ
な
い
下
水

の
リ
サ
イ
ク
ル
率
は

一
〇
〇

％
に
向
け
高
め
ら
れ
る
」
と

話
し
て
お
り
、
再
処
理
水
の

利
用
が
進
め
ば
完
全
自
給
も

視
野
に
入
る
。

政
府
が
水
確
保
に
威
信
を

か
け
る
の
は
な
ぜ
か
―
―
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
政
策
研
究
所

の
ト
ミ
ー
・
コ
ー
会
長
は
「
エ

ネ
ル
ギ
ー
や
食
品
は
代
替
で

き
る
が
、
水
は
何
も
の
に
も

代
え
ら
れ
な
い
」
と
説
明
す

る
。
水
を
輸
入
に
依
存
す
る

限
り
命
綱
を
握
ら
れ
て
い
る

こ
と
に
な
る
。

一
一
年
と
六

一
年
、

マ
レ

ー
シ
ア
と
結
ん
だ
水
輸
入
契

約
が
期
限
を
迎
え
る
。　
一
一

年
に
向
け
た
更
改
交
渉
は
マ

レ
ー
シ
ア
側
が
価
格
を
二
十

倍
に
引
き
上
げ
る
こ
と
を
要

求
し
暗
礁
に
乗
り
上
げ
た
。

す
で
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
六

一
年
の
契
約
更
新
は
し
な
い

方
針
だ
。
背
水
の
陣
で
臨
む

だ
け
に
自
給
率
向
上
は
待

っ

た
な
し
だ
。

（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
＝
野
間
潔
）

淡
水
化
す
る
マ
リ
ー
ナ
湾
周
辺
は
観
光
名
所
と
し
て
も
開
発
す

る
計
画
だ

（完
成
し
た
マ
リ
ー
ナ
堰
、
有
が
海
側
）


